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１
１
月
１
７
日
（
日
）
小
田
急
線
新
宿
駅
発

６
時
１
１
分
の
急
行
小
田
原
行
き
に
乗
車
。
雲

一
つ
な
い
快
晴
の
空
を
突
っ
切
り
な
が
ら
電

車
は
進
む
。 

 

秦
野
駅
に
７
時
２
３
分
着
。
降
り
立
っ
た
の

は
有
倉
、
宗
像
夫
人
、
奥
村
、
神
山
、
三
田
村
、

西
尾
、
戸
丸
の
７
名
。
バ
ス
停
に
向
か
う
と
ヤ

ビ
ツ
峠
行
き
の
行
列
に
は
伊
東
か
ら
参
加
の

西
川
さ
ん
が
並
ん
で
い
た
。
こ
れ
で
参
加
者
は

８
名
。 

 

と
こ
ろ
で
行
列
は
左
に
曲
が
っ
て
最
後
尾

ま
で
は
か
な
り
の
長
い
列
。
バ
ス
会
社
の
係
員

の
案
内
が
今
一
つ
で
ヤ
ビ
ツ
峠
と
蓑
毛
の
表

示
で
多
少
の
混
乱
が
あ
っ
た
。
定
刻
前
に
一
台

が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
で
発
車
。
２
台
目
に
乗
り
切

れ
る
か
と
思
っ
た
ら
戸
丸
と
西
尾
さ
ん
の
前

で
一
杯
。
３
台
目
も
満
員
で
出
発
し
た
が
、
結

果
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
二
人
は
座
る
こ
と
が

で
き
て
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
か
も
。 

 

 

８
時
半
こ
ろ
、
ヤ
ビ
ツ
峠
に
到
着
。
２
台
目

も
着
い
た
ば
か
り
で
無
事
８
人
は
合
流
す
る
。

台
風
の
影
響
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
水

道
が
故
障
と
の
事
で
仮
設
の
ト
イ
レ
が
４
台

並
ん
で
い
て
そ
の
前
は
ま
た
行
列
だ
。
待
ち
な

が
ら
各
自
身
支
度
と
ス
ト
レ
ッ
チ
。  

 

８
時
５
０
分
、
少
し
戻
る
よ
う
に
し
て
南
側

の
ル
ー
ト
か
ら
岳
ノ
台
を
目
指
す
。
正
面
か
ら

の
朝
日
が
ま
ぶ
し
い
。
登
山
口
の
石
段
の
横
に

は
岳
ノ
台
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
標
識
が
あ

り
、
岳
ノ
台
１
．
４
キ
ロ
、
菩
提
峠
２
．
６
キ

ロ
と
あ
る
。
早
速
急
な
階
段
を
上
っ
て
ゆ
く
。 

 
 
 

登
り
き
る
と
穏
や
か
な
道
に
な
り
今
が
盛

り
の
ス
ス
キ
の
穂
が
朝
日
に
輝
い
て
な
び
い

て
い
る
。 

 
９
時
１
１
分
、
小
さ
な
ピ
ー
ク
に
到
着
。
頑

丈
そ
う
な
東
屋
が
あ
る
。
青
い
空
に
ヒ
コ
ー
キ

雲
が
な
び
い
て
い
る
。
右
方
向
に
ど
っ
し
り
と

鎮
座
し
て
い
る
の
は
大
山
だ
。
台
風
の
影
響
か

紅
葉
は
少
し
枯
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
。 

 

９
時
半
頃
、
森
は
植
林
が
多
く
な
る
。
道
が

左
に
大
き
く
曲
が
る
と
ヒ
ノ
キ
の
木
の
間
か

ら
雪
を
薄
く
か
ぶ
っ
た
富
士
山
が
く
っ
き
り

と
美
し
い
姿
を
見
せ
た
。
思
わ
ず
声
を
上
げ
る

と
三
田
村
さ
ん
が
戻
っ
て
き
て
カ
メ
ラ
に
収

め
た
。
右
に
曲
が
っ
て
進
ん
で
ゆ
く
。 

 

９
時
３
８
分
、
岳
ノ
台
に
到
着
。
立
派
な
展

望
台
に
上
る
と
周
囲
が
よ
く
見
え
る
。
鉄
製
の

休
憩
所
の
上
が
展
望
台
に
な
っ
て
い
る
。
特
に

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
２
４
号 

２
０
１
９
年
１
２
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

丹
沢
三
ノ
塔
に
８
人
で
登
る
！ 

二
ノ
塔
尾
根
か
ら
の
富
士
と
相
模
湾
の
絶
景
に
歓
声
が
上
が
る
。 
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大
山
が
見
事
だ
。 

 
こ
こ
か
ら
は
少
し
下
り
に
な
る
。
下
草
に
笹

が
混
じ
っ
た
ル
ー
ト
で
低
い
灌
木
は
幹
が
よ

じ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

１
０
時
４
分
、
降
り
て
平
坦
に
な
っ
た
と
こ

ろ
左
側
に
菩
提
風
神
祠
が
あ
る
。
小
休
止
。
再

度
下
草
の
多
い
道
を
登
り
始
め
る
。
下
草
が
多

い
の
は
鹿
よ
け

の
ネ
ッ
ト
で
守

ら
れ
て
い
る
か

ら
だ
と
気
が
付

い
た
。
少
し
登
っ

て
ゆ
く
と
こ
の

あ
た
り
の
紅
葉

が
美
し
か
っ
た
。

す
ぐ
に
土
手
の

上
の
様
な
尾
根

に
出
る
。
視
界
の

良
い
エ
リ
ア
を

右
に
曲
が
り
こ

む
よ
う
に
進
む
。

富
士
が
見
え
小

田
原
方
向
と
相

模
湾
が
見
え
る
。 

１
０
時
１
７

分
、
着
い
た
と
こ

ろ
は
ハ
ン
グ
ラ

イ
ダ
ー
、
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
出

発
点
だ
。
誰
も
い
な
か
っ
た
の
で

失
礼
し
て
板
敷
き
の
上
か
ら
景
色

を
眺
め
た
。
絶
景
だ
。 

 

菩
提
峠
に
向
か
っ
て
下
り
て
行

く
。
リ
ン
ド
ウ
の
紫
が
美
し
い
。 

 

１
０
時
２
９
分
、
菩
提
峠
。
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
人
た
ち
が
利
用

す
る
と
思
わ
れ
る
車
の
駐
車
場
が

あ
る
。
北
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
ル
ー
ト
と
南
側
か
ら
二
ノ
塔
尾

根
へ
行
く
ル
ー
ト
で
少
し
迷
っ
た

が
、「
日
本
武
尊
足
跡
」
と
い
う
標

柱
が
あ
り
こ
れ
を
入
っ
て
ゆ
く
。

こ
れ
が
南
側
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
。

こ
こ
は
初
め
て
通
る
道
。
植
林
の

坂
道
を
登
っ
て
ゆ
く
。 

 
１
１
時
１
６
分
、
台
風
の
影
響

だ
ろ
う
が
４
本
の
ヒ
ノ
キ
が
並
ん

で
倒
れ
て
道
を
ふ
さ
い
で
い
た
が
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
。
途
中

か
ら
時
折
左
側
の
景
色
が
広
が
り
、

秦
野
、
小
田
原
の
街
並
み
、
相
模

湾
、
江
ノ
島
な
ど
が
見
え
る
。 

 

１
１
時
２
５
分
、
ま
た
「
日
本

武
尊
・
・
」
の
標
柱
が
あ
り
右
を

差
し
て
い
る
。
左
方
向
に
も
踏
み

跡
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
従
っ
て
右

に
入
っ
て
ゆ
く
と
自
然
の
岩
の
造

形
が
あ
り
し
め
縄
が
張
っ
て
あ
る
。

１
２
月
１
５
日
（
日
）
は
城
山
（
戸
倉
城
址
）（434

.1

ｍ
）
と 

荷
田
子
で
芋
煮
パ
ー
テ
ィ
ー
。 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

歩
行
２
時
間 

 

※
山
道
で
す
、
登
山
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
バ
ス
で
十
里
木
下
車
、
城
山
登
山
（
往
復
）
後
、

荷
田
子
河
原
で
芋
煮
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。 

※
お
弁
当
は
要
り
ま
せ
ん
。
●
参
加
者
で
芋
煮
の
材
料
を
分
担
。 

※
持
参
す
る
も
の
を
戸
丸
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
参
加
人
数
で
量
調

整
が
必
要
（
こ
ん
に
ゃ
く
、
う
ど
ん
、
里
芋
、
長
ネ
ギ
、
し
め
じ
、
舞
茸
、

焼
き
豆
腐
、
ご
ぼ
う
、
牛
肉
、
麺
つ
ゆ
） 

※
焚
火
の
材
料
（
ご
家
庭
に
、
木
材
、
紙
類
や
燃
や
せ
る
も
の
の
あ
る
方

は
持
参
く
だ
さ
い
。）
寒
く
な
い
服
装
で
（
河
原
で
宴
会
の
た
め
） 

 

○
持
ち
物 

飲
料
水
、
ポ
ッ
ト
に
お
湯
、
食
器
、
箸
、
非
常
食
、
雨
具
、

傘
、
カ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、

筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）
、
健
康
保
険
証
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ち
り
紙(

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か

マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他 

●
申
し
込
み
は
１
２
月
１
３
日
（
金
）
ま
で
に 

現在の収支 

繰越     43520 円 

 

支出 

下見交通費   2228 円 

印刷費    1000 円 

コピー代      400 円 

現在高    39892 円 

 

 

円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

 

１
２
８
枚 

２
円
切
手 

１
２
８
枚 

４
０
円
切
手 

１
３
１
枚 

 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合１２月１５日（日） 

JR新宿駅（11番線）６：４６発 

ホリデー快速あきがわ 1号（前寄り） 

（前から三両目車内） 
（注）後ろ寄りの奥多摩行き車両に乗らない

こと 

途中駅発 中野 6：50 三鷹 6：59  

国分寺 7：06 立川 7：15 西立川 7：19 

武蔵五日市 7：55着（バス乗り換え） 

8：22発上養沢行き 十里木 8：33着 

〇交通費(片道)新宿～武蔵五日市 814円 

武蔵五日市～十里木 280円 

大
野
さ
ん
よ
り
３
０
０
０
円

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
打
ち
上

げ
残
金
５
２
１
円
を
会
計
に

入
れ
ま
し
た
。 

※
今
回
か
ら
予
算
が
あ
る
と

き
に
は
下
見
の
交
通
費
を
い

た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ご
了
解
く
だ
さ
い
。 
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こ
こ
を
「
日
本
武
尊
・
・
」
の
足
跡
と
し
て
祭

っ
て
あ
る
よ
う
だ
。 

 

正
規
の
ル
ー
ト
は
実
は
左
方
向
だ
っ
た
ら

し
い
が
、
尾
根
も
近
い
の
で
そ
の
ま
ま
登
っ
て

ゆ
く
。
少
し
上
に
登
山
道
が
あ
り
、
ま
も
な
く

二
ノ
塔
尾
根
に
出
る
。 

１
１
時
４
４
分
、
圧
倒
さ
れ
る
絶
景
に
息
を

の
む
。
少
し
雪
を
か
ぶ
っ
た
富
士
山
、
そ
の
手

前
の
山
々
、
箱
根
の
山
並
み
に
続
く
伊
豆
半
島
、

相
模
湾
、
初
島
、
大
島
、
江
ノ
島
、
突
然
目
の

前
に
広
が
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
に
し
て
こ
の
絶

景
な
の
だ
。
し
ば
ら
く
景
色
を
楽
し
み
尾
根
を

登
っ
て
ゆ
く
。 

１
２
時
５
分
、
二
ノ
塔
通
過
。
目
の
前
に
大

き
く
こ
ん
も
り
と
丸
い
形
の
三
ノ
塔
が
見
え

る
。
ま
だ
ち
ょ
っ
と
距
離
は
あ
る
。
い
っ
た
ん

下
っ
て
ゆ
く
。 

 

１
２
時
１
２
分
、
鞍
部
が
土
砂
崩
れ
で
馬
の

背
の
よ
う
な
細
い
と
こ
ろ
が
な
お
細
く
切
れ

て
落
ち
込
ん
で
い
る
。
注
意
深
く
通
過
す
る
。 

１
２
時
３
０
分
、
三
ノ
塔
着
。
や
は
り
絶
景

だ
。
沢
山
の
人
が
休
憩
し
て
景
色
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
だ
。
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
も
登
山
客
に

見
せ
る
か
の
よ
う
に
山
頂
近
く
ま
で
接
近
し

て
浮
い
て
い
る
が
と
て
も
気
持
ち
よ
さ
そ
う

だ
。 ま

だ
新
し
く
立
派
な
三
ノ
塔
休
憩
所
の
北

側
の
ベ
ン
チ
で
昼
食
。
少
し
の
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。

奥
村
さ
ん
は
重
い
の
に
お
で
ん
を
持
っ
て
き

て
バ
ー
ナ
ー
で
温
め
皆
に
ふ
る
ま
う
。
大
好
評
。 

１
時
３
０
分
、
下
山
開
始
。
少
し
戻
っ
て
分

岐
を
右
に
大
倉
方
面
に
下
っ
て
ゆ
く
。
ヒ
ノ
キ

林
を
下
り
て
行
く
。
黄
色
く
色
づ
い
た
紅
葉
が

日
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
真
っ
赤
な
紅
葉
も
き

れ
い
だ
。 

伐
採
の
た
め
の
作
業
用
の
林
道
と
思
わ
れ

る
が
あ
ち
こ
ち
で
登
山
道
を
寸
断
し
て
い
て

時
に
は
登
山
道
が
見
つ
け
に
く
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。 

２
時
５
０
分
、
大
き
な
倒
木
が
道
を
ふ
さ
い

で
い
る
。
各
自
、
く
ぐ
っ
た
り
乗
り
越
え
た
り

し
て
通
過
。 

２
時
５
６
分
、
三
ノ
塔
か
ら
２
．
２
キ
ロ
、

大
倉
ま
で
３
．
５
キ
ロ
地
点
通
過
。 

３
時
７
分
、
牛
首
着
。
林
道
の
ゲ
ー
ト
が
あ

る
。
こ
こ
で
林
道
を
行
っ
て
も
い
い
ら
し
い
が
、

も
う
一
度
右
側
の
山
道
に
入
っ
て
尾
根
道
を

歩
く
。 

４
時
５
分
、
山
道
が
終
わ
り
林
道
歩
き
。「
風

の
吊
り
橋
」
が
見
え
て
右
に
下
り
て
行
く
。
こ

の
あ
た
り
の
紅
葉
が
赤
、
黄
色
、
緑
の
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
が
美
し
い
。
ス
ス
キ
も
そ
れ
に
加
わ

り
美
し
さ
を
増
し
て
い
る
。 

４
時
１
０
分
、
風
の
吊
り
橋
。
こ
れ
を
渡
っ

て
大
倉
バ
ス
停
着
。
バ
ス
が
止
ま
っ
て
い
た
が

発
車
し
て
し
ま
っ
た
。
ト
イ
レ
休
憩
し
て
い
る

と
す
ぐ
に
次
の
バ
ス
が
来
た
。 

渋
沢
駅
北
口
着
。
駅
前
で
お
店
を
探
し
て
７

人
で
打
ち
上
げ
。
秦
野
の
お
豆
腐
や
美

味
し
い
魚
で
大
満
足
。 
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